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プラットフォームを変更しても再設計の必要がないため、それまでの運用ノ
ウハウを継承できて、コストを低く抑えた提案と導入が可能でした」とメリッ
トを強調する。
　先述した通り、リコーグループでは早くからテレワークを推進しており、
RADIUS GUARD Sを導入済みだったため、世界を突然襲ったコロナ禍
の自宅待機要請でも大きな混乱なくテレワークを実施することができた。
実際にはVPN接続数を拡張するなどの対応はありつつも、RADIUS 
GUARD Sの証明書を使った認証を実現することでリモートアクセスの
安全性が確保できていたことは大きい。パンデミック初期に慌ててテレ
ワークを開始した企業のなかには、セキュリティ対策が不十分で外部
からの侵入を許してしまったケースも見られた。リコーグループで問題が
生じなかったのはRADIUS GUARD Sはじめ用意周到だったと言える。
　将来の展望として信藤氏は「近年基幹システムも含めクラウド活用が
進んでいます。突然の自宅待機要請には対応できましたが、コロナ禍を
経てテレワークやネットワークの使い方や前提が変わりました。セキュリ
ティもますます強化していく必要があります。今後あらためてネットワーク
環境を整備していく必要があると考えています」と話す。福間氏は資産管理
のさらなる効率化に向けて機能拡張にも期待しているという。
　RADIUS GUARD Sについて田中氏は次のように評価している。
「必要な機能がオールインワンであるところが大きな特徴です。いま
無線LAN環境を構築するなら、DHCPと認証が必要になりますが、
RADIUS GUARD Sなら両方そろいます。ユーザーやデバイスが増えても
機器を入れ換えることなく、ライセンス数設定で対応できる柔軟性も
あります。リコー様はじめ、多くのお客様から好評です」

　なお、接続を想定した5万ユーザーのPC端末やスマートデバイスは
証明書によるIEEE 802.1x認証を、テレビ会議やプロジェクター、工場
や物流拠点で利用しているバーコードハンディ端末などの機器・装置は
MACアドレス認証を利用している。


